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1研 究の目的と方法

1.1研 究 の 目的

本研究は、中学校技術科 「D情 報 に関する技術」

の内容のうち、アルゴ リズム構築の能力を育む授

業に用いる配送計画ゲーム教材 に対する学習障壁

の解消策として開発 したタブレッ ト端末用アプ リ

の学習適合の効果 を、一つには操作等に関する調

査から、今一つには授業 における子 どもの学習参

加の状況観察を通 して、解明することを目的とする。

「配送計画ゲーム」(以 下、「配送G」)と 称するゲー

ム教材を活用 した授業においては、今までは、プ

リン トに示 したゲームのルール と表記の仕方を理

解 してはじめてゲームに参加できた。そのため、

ルールや表記の仕方を説明す る時間が7分 間ほど

必要であった。

また、「配送G」 で は、よ り多 くの計画を作成

してみて、その比較か ら最適な ものを選択するこ

との意義をわか らせ、アルゴ リズムの学習へ と発

展させ ることをね らいとしている。そ のために、

すべての子 どもが学習に参加 して、さまざまな考

え方 を学びあい、全体 としての取組 を深めていく

ことが大切である。 しか し、一部の子 どもにおい

ては、ルールの理解があいまいなため に、計画作

成上の発言が少ない等のグループ内の学習参加に

差が見受け られた。

そ こで、ルールの大まかな理解で配送計画の作

成に取 りかかれるよ うなタブ レッ ト端末用アプ リ

を用 いれば、グループ内の学習参加 の差が解消さ

れると考えた。

1.2研 究 の方法

本研究では上述の2つ の研究課題の解明に関して、

以下の2つ の研究方法を用いる。

第1に 、開発 したアプ リの学習進行上の操作性

評価の解明に関して、アプリの操作に対する子 ど

もの評価を質問紙法による調査の考察から解明する。

第2に 、アプリの活用によるグループ内の学習

参加の差の解消 に関して、学習参加の状況につい

ての考察から解明す る。

2「 配送G」 と 「配送Gア プ リ」

2.1「 配送G」 の課題設定の変更

「配送G」 とは、 ものづく りにおいて、効率化

をめざしてコ ンピュータを活用 して いる ことと、

そ こにお いては数値 をもとに判断するというコン

ピュータプログラムの特性 を生か した評価法が組

み込 まれていることを、体験 を伴 って中学生にわ

か らせ るために、2009年 に本多満正が考案 した

教材で あり、2010年 か ら秋 田県の技術科 の実践

をもとに授業研究が重ね られてきた。2011年10

月 開催の中学校技術 ・家庭科研究会東北地区大会

にお いて授業を公開 し、2012年 には同授業の指

導法 について公刊されている1)。 この時点までの

配送計画の課題設定では成立す る解答 が15通 り

であったために、グループ内の学習参加の差が表

面化 していなかった。

その後、2014年7月 、筆者 らは、配送計画ゲー

ムを用いてアル ゴリズム構築の授業を展開す る目
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